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～ 学力向上 夢と目標を持ち お互いを支え合う 笑顔があふれる学校 ～ 

  
         「ありがとう」が溢れる３月に 

   
 

２月は「逃げる」３月は「去る」といわれるように、月日はあっという間に過ぎていきます。そのような慌ただ 

しい中でも確実に春は近づき、草花は芽吹く準備をしています。１・２年生の育てているチューリップも日に日に変化し

子供たちから「芽が出ました！」「何色の花が咲くかなぁ。」と成長報告を聞かせてもらえることが、私の毎日の楽しみ

となっています。 

さて、いよいよまとめの一ｹ月となりました。三学期は学習面・生活面ともに最後まで立派にやり 

遂げ有終の美を飾ろう、また、この３学期は次のステップ（進学・進級）を見据えて、準備期間とし

ての次の学年への意識をもちながら過ごそうと全学年で取り組んできました。今の準備期間で身に付

けたことが、必ず次へのステップへと繋がります。目標にしたことや今やらねばならないことがしっ

かりとやり遂げられたかをご家庭でも見届け、励ましてください。 

最近、６年生から「ありがとうございました。」という言葉を聞く機会が増え、感謝を表す言葉と

いうのは、こんなにも人に温かく、エネルギーを与えてくれるということを改めて感じています。  

「ありがとう」は漢字で書くと「有難う（有難し）⇒めったにない」という意味となり、反対の言葉 

は「いつもある⇒あたり前」だと言われます。昨年の２月から私たちの生活が一変し、「あたり前」に 

思っていたことが、本当は「あたり前」ではなくとても有難いことだということを思い知らされました。今、学校で仲間 

と共に元気に生活ができることもあたり前ではなく、「有難い」ということ忘れてはいませんか。あたり前の中にある奇 

跡や感動を感じなくなったら、驚きも感謝の気持ちも生まれません。これから１年間の締めくくりを迎える大寄小では、 

お世話になった地域の方や６年生へ、逆に６年生から在校生へ、共に頑張ってきたクラスメートや先生方へ等々、「あり 

がとう」の言葉を伝える場面がたくさんあります。あたり前の中にある奇跡の連続に感謝しながら、心のこもったたくさ 

んの「ありがとう」を期待しています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

  

          

 

 

 

 
 

がんばりぬく子 

思いやりのある子 

４年生の日め
くりｶﾚﾝﾀﾞｰ 

～ 深中生と Zoomによる交流会 ～ 

例年は深中生が大寄小へ来校し、行われていた

交流会ですが、今回はコロナ禍であることを考慮

して Zoom での開催を試みました。やはり気にな

ることは部活動や学習、友人関係のことなど。具

体的に先輩からの話を聞くことで、中学校へのイ

メージが明確になってきたのではないでしょう

か。６年生の、その明るさと素直さと仲間を思う

優しさがあれば大丈夫！中学校では学習はもち

ろん、部活動や学校行事等を通して自分の可能性

を広げるチャンスがたくさんあります。自信をも

って何事にもチャレンジしてくださいね。 

※このような機会を設けてくれた中学校に感謝

申し上げます 

  後期のアンケート結果により、今年一年の教育活動に対 

る成果と課題が明確となりました。この結果を真摯に受け 

止めながら、来年度、子供たちのために何をすべきかを全職 

員で見極め、取り組んでまいります。お忙しい中でのアンケ 

ートへのご協力、ありがとうございました。 

◇以下結果抜粋（ ）は前期結果  後期評価については HP に掲載します。 

・学校が楽しい     ・教職員が協力し合って指導に 

児童  97％（95%）         あたっている 

   保護者 89％（88%）   保護者 96%（91%） 

・授業が分かりやすい  ・進んで挨拶ができる 

  児童 96%（97%）   児童 96%（97%） 

     保護者 91%（91%）    保護者 82%（70%） 

 

あいさつに関しては、保護者の皆様からの評価も上がり、 

児童の意識や姿も変わってきました。「教育とは、家庭の教 

えで芽を出し、学校の教えで花が咲き、社会の教えで実を結 

ぶ」と言われます。今後も学校と家庭で方向を同じくし力を 

合わせて一人一人の成長につなげていきたいと考えます。 

◇「にじいろの会」のみなさんへ感謝を込めて。 6年生は在校生へ感謝を込めて、新しいｼﾞｬﾝﾋﾟﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞのペンキ塗りをしてくれました。 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=5F9dMzVs&id=93513F5D04E8A97C25E5B605BE74F67B41A64238&thid=OIP.5F9dMzVsX9OMDRw_ZUq_2wHaHa&mediaurl=https%3a%2f%2fillustimage.com%2fphoto%2f2579.png&exph=640&expw=640&q=3%e6%9c%88%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99+%e3%81%8b%e3%82%8f%e3%81%84%e3%81%84&simid=608000381468871347&ck=06D2D8270066BAD4F5D3D3D72E998492&selectedIndex=2&qpvt=3%e6%9c%88%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99+%e3%81%8b%e3%82%8f%e3%81%84%e3%81%84&FORM=IRPRST


〔頂いた種です！〕 

 
    

 
 
給食週間 作文（1･2年）・ポスター（3･4年）・標語（5･6年） 
 

1年  今井 大陽   4年 高橋 千春 
1年  田中 琉葦   4年 森田 太千 
1年  髙田 莉愛   5年 山口 裕翔  『おいしい給食 感謝を込めて「いただきます」』 
2年 金村 直祈   5年 荻野 蒼志郎 『いただきます 命の恵みに 感謝して』 

 2年  下田 衣千華   6年 高田 凌太  『残さず食べよう 作ってくれた人に 感謝して』 
3年  森田 亨    6年 吉田 莉捺  『食べ物を 残さず食べて よいからだ』 

 3年  和田 優奈 
 
 

                 

 

 
  NHK大河ドラマ「青天を衝け」の放送が始まり、その大河ドラマのロケ   
で使用した藍畑の「藍の種」をいただきました。郷土の偉人である、渋沢 
沢栄一翁 が幼いころから見てきた藍を育てることで、栄一翁を身近に感じ 
るとともに、ふるさとを理解し誇りに思う「ふるさと教育」につなげてい 
きたいと考えます。新年度、改めて藍の観察や種の収穫、藍染等の活動を 
工夫しながら、大切に育てていきたいと思います。 

                  
 

サケの放流 
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◇感染拡大の状
況に応じて、行
事等（4 月以降
も）の急な変更
があるかもしれ
ません。学校か
らの通知やＨＰ
での確認をお願
いします。 

・ 6日（火）6年準備登校    ・19日（月）1年給食開始 

・ 8日（木）始業式・入学式      ・23日（金）授業参観 PTA総会 懇談会 

・12日（月）給食開始（2～6年）  ・26日（月）～5月 6日（木）家庭訪問 

･ 16日（金）離任式      ◇詳細は 3月末の学校だよりでお知らせします。 

26 日に、2 年生･け
やき 1・2 組の児童が
代表して、各学年で育
ててくれたサケを放流
しに行きます。サケの
生態の特徴である「母
川回帰」。一説では川
のにおいを覚えてい
るとか･･･。大きく育っ
て、再びこの場所に
戻っていることを願い
ながら放流して来ま
す。※放流の様子は HP
に掲載します。 

思いやりのある子 
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